
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
講

演
）

－36－

プログラム・講演

会長講演 1 11月8日（金） 9：00～9：30 第 1 会場
日本の地域病院にCDCガイドラインを持ち込んだらどうなったか？
司会：一山 智（滋賀県立総合病院）
演者：矢野 邦夫（浜松医療センター 感染症内科）

会長講演 2 11月9日（土） 9：00～9：30 第 1 会場
私の肺炎診療平成史
司会：河野 茂（長崎大学）
演者：石田 直（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 呼吸器内科）

会長講演 3 11月9日（土） 9：30～10：00 第 1 会場
血液学から感染症学へのシフト
司会：上田 孝典（福井大学）
演者：岩崎 博道（福井大学医学部附属病院 感染制御部・感染症膠原病内科）

特別講演 1 11月8日（金） 9：40～10：40 第 1 会場
感染対策と医療訴訟
司会：矢野 邦夫（浜松医療センター 感染症内科）
演者：桑原 博道（仁邦法律事務所）

特別講演 2 11月8日（金） 10：50～11：50 第 1 会場
インフルエンザの予防、診断、治療の最新情報
司会：石田 直（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 呼吸器内科）
演者：菅谷 憲夫（けいゆう病院 感染制御センター/小児科）

特別講演 3 11月9日（土） 10：00～11：00 第 1 会場
薬剤耐性（AMR）対策の成果と課題
司会：岩崎 博道（福井大学医学部附属病院 感染制御部・感染症膠原病内科）
演者：大曲 貴夫（国立国際医療研究センター AMR臨床リファレンスセンター）

教育講演 1 11月8日（金） 9：00～9：40 第 4 会場
性感染症―梅毒の対応を中心に―
司会：荒川 創一（三田市民病院）
演者：石川 清仁（藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 感染対策室）
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教育講演 2 11月8日（金） 9：40～10：20 第 4 会場
肺非結核性抗酸菌症―特に治療薬剤の副作用について―
司会：藤田 次郎（琉球大学大学院医学研究科 感染症・呼吸器・消化器内科学（第一内科））
演者：小川 賢二（東名古屋病院 呼吸器感染症センター・呼吸器内科）

教育講演 3 11月8日（金） 10：20～11：00 第 4 会場
手術部位感染対策の課題
司会：竹山 廣光（三重北医療センター）
演者：大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）

教育講演 4 11月8日（金） 11：00～11：40 第 4 会場
診断から治療へのロジック：確率論的アプローチとメタ認知
司会：山本 善裕（富山大学大学院医学薬学研究部 感染予防医学講座）
演者：青木 洋介（佐賀大学医学部 国際医療学講座 臨床感染症学分野）

教育講演 5 11月8日（金） 14：00～14：40 第 4 会場
血液疾患における日和見感染症
司会：髙田 徹（福岡大学病院 感染制御部）
演者：酒巻 一平（富山大学附属病院 感染症科）

教育講演 6 11月8日（金） 14：40～15：20 第 4 会場
HIV 関連神経認知障害の病態と治療の現況
司会：古西 満（奈良県立医科大学 健康管理センター）
演者：健山 正男（琉球大学大学院医学研究科 感染症・呼吸器・消化器内科学）

教育講演 7 11月8日（金） 15：20～16：00 第 4 会場
予防接種の現状と課題～成人の麻疹・風疹対策を含めて
司会：堀井 俊伸（浜松医科大学 細菌・免疫学）
演者：中野 貴司（川崎医科大学 小児科）

教育講演 8 11月8日（金） 16：00～16：40 第 4 会場
わが国のリケッチア症の現状ならびにリケッチア症診療の手引きについて
司会：馬原 文彦（馬原医院）
演者：岸本 寿男（岡山県健康づくり財団 健康づくり総合センター）
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教育講演 9 11月9日（土） 9：00～9：40 第 4 会場
感染性咳嗽～「咳嗽・喀痰の診療ガイドライン 2019」を踏まえて
司会：宮下 修行（関西医科大学内科学第一講座 呼吸器感染症・アレルギー科）
演者：迎 寛（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学）

教育講演 10 11月9日（土） 9：40～10：20 第 4 会場
A群レンサ球菌感染に対するゼノファジーの制御
司会：栁原 克紀（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学分野）
演者：中川 一路（京都大学大学院医学研究科 微生物感染症学分野）

教育講演 11 11月9日（土） 10：20～11：00 第 4 会場
インバウンド感染症
司会：三鴨 廣繁（愛知医科大学大学院医学研究科 臨床感染症学）
演者：藤田 次郎（琉球大学大学院医学研究科 感染症・呼吸器・消化器内科学（第一内科））

教育講演 12 11月9日（土） 13：00～13：40 第 4 会場
SFTS に対する治療の現状―ファビピラビルの臨床研究成果を中心に―
司会：岩崎 博道（福井大学医学部附属病院 感染制御部・感染症膠原病内科）
演者：安川 正貴（愛媛大学 プロテオサイエンスセンター）

教育講演 13 11月9日（土） 13：40～14：20 第 4 会場
薬剤耐性微生物に対する新たな治療薬剤の開発
司会：村木 優一（京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野）
演者：三鴨 廣繁（愛知医科大学大学院医学研究科 臨床感染症学）
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シンポジウム 1 11月7日（木） 13：00～14：30 第 1 会場
手術部位感染予防の最新エビデンス
司会：大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）

山本 新吾（兵庫医科大学 泌尿器科学講座）
S1-1 周術期管理プログラム（ERAS）による手術部位感染予防のエビデンス

土師 誠二（蘇生会総合病院 外科）

S1-2 耐性菌対策と栄養管理
山下 千鶴（藤田医科大学 麻酔・侵襲制御医学講座）

S1-3 予防抗菌薬に関する最新のエビデンス
毛利 靖彦（三重県立総合医療センター 外科）

S1-4 消化器外科手術における SSI 予防のための周術期管理術中の SSI 予防対策
内野 基（兵庫医科大学 炎症性腸疾患学講座外科部門/日本外科感染症学会

消化器外科 SSI 予防のための周術期管理ガイドライン作成委員会）

シンポジウム 2 11月7日（木） 13：00～14：30 第 2 会場
腸内細菌学の基礎から臨床応用
司会：田中香お里（岐阜大学科学研究基盤センター 嫌気性菌研究分野）

中村 敦（名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学）
S2-1 腸内細菌研究の歴史と腸内細菌学の基礎

神谷 茂（杏林大学保健学部）

S2-2 乳児腸内細菌叢の遷移と腸内細菌叢 in vitro システムの可能性
稲垣 瑞穂（岐阜大学応用生物科学部 応用生命科学課程）

S2-3 腸内細菌とプロバイオティクス
山岸 由佳（愛知医科大学病院 感染症科/愛知医科大学病院 感染制御部）

S2-4 重症患者の腸内細菌叢の変化とシンバイオティクス療法の効果
清水健太郎（大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター）
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シンポジウム 3 11月7日（木） 14：30～16：00 第 2 会場
ワンヘルスアプローチの視野に立った耐性菌対策―医療、畜産、伴侶動物における対策と成果―
司会：荒川 創一（三田市民病院）

渡邉都貴子（山陽学園大学 看護学部）
S3-1 神戸大学医学部附属病院における抗菌薬適正使用・薬剤耐性菌抑制に向けた取り組み

宇田 篤史（神戸大学医学部附属病院 薬剤部/神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

S3-2 畜産分野における薬剤耐性菌の対策と課題
浅井 鉄夫（岐阜大学大学院連合獣医学研究科）

S3-3 伴侶動物における薬剤耐性菌の現状と課題
原田 和記（鳥取大学農学部 共同獣医学科）

S3-4 医療従事者の多職種協働をめざしたNPO法人による
14 年間のAMR対策の普及啓発活動とその成果
佐竹 幸子（NPO法人 EBIC 研究会）

シンポジウム 4 11月7日（木） 16：00～17：30 第 2 会場
薬剤耐性菌の分子疫学
司会：八木 哲也（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部）

矢野 寿一（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座）
S4-1 ESBL 産生菌：プラスミド伝播とクローン性増殖

松村 康史（京都大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

S4-2 カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌
鈴木 匡弘（藤田医科大学医学部 微生物学講座）

S4-3 多剤耐性アシネトバクター
金子 幸弘（大阪市立大学大学院医学研究科 細菌学/

大阪市立大学大学院医学研究科 感染症科学研究センター）

S4-4 One Health の視点から見た薬剤耐性菌の分子疫学
中野 竜一（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座）
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シンポジウム 5 11月7日（木） 13：00～14：30 第 4 会場
重症肺炎のマネージメント
司会：志馬 伸朗（広島大学大学院医歯薬保健学研究科 救急集中治療医学）

迎 寛（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学分野）
S5-1 重症肺炎における診断の重要性

今村 圭文（長崎大学病院 呼吸器内科）

S5-2 重症肺炎における抗菌薬治療
伊藤 明広（倉敷中央病院 呼吸器内科）

S5-3 重症肺炎における抗菌薬以外の治療・管理
瀬尾龍太郎（神戸市立医療センター中央市民病院 救命救急センター）

S5-4 重症肺炎に対する人工呼吸中の患者管理とECMOのタイミング
青景 聡之（岡山大学病院 高度救命救急センター）

シンポジウム 6 11月7日（木） 14：30～16：00 第 4 会場
節足動物関連感染症の現況について
司会：馬原 文彦（馬原医院）

酒巻 一平（富山大学附属病院 感染症科）
S6-1 日本紅斑熱の実臨床と課題

坂部 茂俊（伊勢赤十字病院 感染症内科）

S6-2 つつが虫病～現況と最新の知見を中心に～
田居 克規（草津総合病院 感染制御・血液内科/福井大学医学部附属病院 感染制御部）

S6-3 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
末盛浩一郎（愛媛大学大学院 血液・免疫・感染症内科学）

S6-4 蚊媒介感染症の近年の動向
忽那 賢志（国立国際医療研究センター 国際感染症センター）
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シンポジウム 7 11月7日（木） 16：00～17：30 第 4 会場
臨床上問題となる肺非結核性抗酸菌症（NTM症）
司会：鈴木 克洋（近畿中央呼吸器センター 呼吸器内科）

石田 直（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 呼吸器内科）
S7-1 肺非結核性抗酸菌症（肺NTM症）と慢性肺アスペルギルス症の合併例の特徴

田代 将人（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学/
長崎大学病院 感染制御教育センター）

S7-2 マクロライド耐性MAC症の対策
露口 一成（近畿中央呼吸器センター 臨床研究センター 感染症研究部）

S7-3 肺 NTM症の臨床上問題となる合併症―喀血、気胸など
中川 拓（東名古屋病院 呼吸器内科）

S7-4 生物製剤使用
伊藤 穣（名古屋市立大学大学院医学研究科 呼吸器・免疫アレルギー内科学）

シンポジウム 8 11月8日（金） 9：00～10：30 第 2 会場
グローバル化時代のトラベルメディスン
司会：渡邊 浩（久留米大学医学部 感染制御学講座）

中野 貴司（川崎医科大学 小児科学）
S8-1 わが国における渡航医学診療の現状と課題

渡邊 浩（久留米大学医学部 感染制御学講座）

S8-2 渡航ワクチン外来のマネージメント
中西 雅樹（京都府立医科大学附属病院 感染症科）

S8-3 海外現地・現場に根ざしたトラベルメディスン～産業医の視点より～
宮城 啓（三菱重工業株式会社 人事労政部 健康管理センター Mビル健康管理チーム）

S8-4 海外渡航者の診察―診療を行なうための準備と症例から学んだこと―
長谷川千尋（名古屋市立東部医療センター 感染症科）
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シンポジウム 9 11月8日（金） 10：30～12：00 第 2 会場
尿路感染症・性感染症における多剤耐性菌の迅速診断
司会：山本 新吾（兵庫医科大学 泌尿器科学講座）

髙橋 聡（札幌医科大学医学部 感染制御・臨床検査医学講座）
S9-1 前立腺生検前の直腸内におけるキノロン耐性菌の迅速スクリーニング

和田耕一郎（岡山大学病院 泌尿器科）

S9-2 βラクタマーゼ産生菌
安田 満（岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター/

岐阜大学研究推進・社会連携機構 微生物遺伝資源保存センター）

S9-3 性感染症原因菌の多剤耐性化と迅速診断
濵砂 良一（新小倉病院 泌尿器科）

S9-4 尿路性器結核
石川 清仁（藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 感染対策室）

シンポジウム 10 11月8日（金） 15：30～17：00 第 2 会場
新しいガイドラインをどう読み解くか
司会：矢野 邦夫（浜松医療センター 感染症内科）

平松 和史（大分大学医学部 呼吸器・感染症内科学講座）
S10-1 敗血症/カテーテル関連血流感染症治療ガイドライン 2017

荒川 創一（三田市民病院）

S10-2 MRSA感染症治療ガイドライン
栁原 克紀（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学分野（臨床検査医学））

S10-3 成人肺炎診療ガイドライン 2017
今村 圭文（長崎大学病院 呼吸器内科）

S10-4 発熱性好中球減少症（FN）診療ガイドライン
酒巻 一平（富山大学附属病院 感染症科）
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シンポジウム 11 11月8日（金） 15：30～17：00 第 5 会場
感染症教育の現状と今後の展望について
司会：千酌 浩樹（鳥取大学医学部附属病院 感染制御部）

定 清直（福井大学医学系部門）
S11-1 感染症と医学教育～卒前から卒後教育のシームレスな教育への提言

山本 善裕（富山大学附属病院 感染症科）

S11-2 感染症と薬学教育～現状と今後の展望～
高根 浩（鳥取大学医学部附属病院 薬剤部 感染制御部）

S11-3 呼吸器疾患を専門とする認定看護師の教育と特定医療行為実践への役割拡大
長谷川智子（福井大学医学系部門 看護学領域）

S11-4 感染症と国際医学教育
定 清直（福井大学医学系部門）

シンポジウム 12 11月9日（土） 13：00～14：30 第 1 会場
深在性真菌症診療の未来～今後解決すべき課題
司会：掛屋 弘（大阪市立大学大学院 臨床感染制御学）

吉田耕一郎（近畿大学病院 安全管理部感染対策室）
S12-1 カンジダ症

山岸 由佳（愛知医科大学病院 感染症科/愛知医科大学病院 感染制御部）

S12-2 アスペルギルス症の未来と課題
田代 将人（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学/

長崎大学病院 感染制御教育センター）

S12-3 クリプトコックス症
宮崎 泰可（長崎大学病院 呼吸器内科（第二内科）/

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学）

S12-4 ムーコル症
金子 幸弘（大阪市立大学大学院医学研究科 細菌学/

大阪市立大学大学院医学研究科 感染症科学研究センター）
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シンポジウム 13 11月9日（土） 13：00～14：30 第 2 会場
強毒性病原体による感染症の現状と課題
司会：宮良 高維（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

髙田 徹（福岡大学病院 感染制御部）
S13-1 高病原性肺炎桿菌感染症の現状と臨床像

戸川 温（福岡大学病院 感染制御部/福岡大学医学部 腫瘍・血液・感染症内科）

S13-2 劇症型レンサ球菌感染症―emm1タイプのA群レンサ球菌研究を中心に―
長谷川忠男（名古屋市立大学大学院医学研究科 細菌学）

S13-3 MRSA感染症
松本 哲哉（国際医療福祉大学医学部 感染症学講座）

S13-4 強毒性病原体による感染症の現状と課題侵襲性肺炎球菌感染症
栁原 克紀（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学分野（臨床検査医学））

シンポジウム 14 11月9日（土） 13：00～14：30 第 3 会場
もっとHIV に関心を、もっと検査を！
（ヴィーブヘルスケア医学教育事業助成）
司会：健山 正男（琉球大学大学院医学研究科 感染症・呼吸器・消化器内科学）

古西 満（奈良県立医科大学 健康管理センター）
S14-1 なぜ今またHIV感染症の早期診断・治療が重要か

南 留美（九州医療センター）

S14-2 HIV 感染症の診断契機～こんな時にHIV感染症を疑え！～
笠松 悠（京都府立医科大学附属病院 感染症科/

大阪市立総合医療センター 感染症内科）

S14-3 STI クリニックからの実践
古林 敬一（そねざき古林診療所）

S14-4 市中病院での救急外来におけるHIV検査の啓発と課題～感染管理認定看護師の視点から～
原國 政直（浦添総合病院）
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日本感染症学会・日本救急医学会・日本集中治療医学会 ジョイントシンポジウム
11月8日（金） 14：00～16：00 第 1 会場

日本の敗血症対策
司会：松嶋 麻子（名古屋市立大学大学院医学研究科 先進急性期医療学）

飯沼 由嗣（金沢医科大学 臨床感染症学・感染症科）
JS1-1 日本における薬剤耐性菌対策

松村 康史（京都大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

JS1-2 輸入感染症対策について
石川 清仁（藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 感染対策室）

JS1-3 Global Sepsis Alliance（GSA）と日本の取組み
中川 聡（Japan Sepsis Alliance）

JS1-4 WHOと世界の敗血症対策
齋藤 浩輝（Japan Sepsis Alliance）

JS1-5 免疫老化と高齢者敗血症
井上 茂亮（Japan Sepsis Alliance）

JS1-6 敗血症の早期発見
中田 孝明（Japan Sepsis Alliance）

日本環境感染学会 合同シンポジウム 11月8日（金） 14：00～15：30 第 2 会場
薬剤耐性菌対策に活かす職種連携を考える
司会：栁原 克紀（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学分野）

八木 哲也（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部）
JS2-1 医療関連感染対策における、臨床検査技師と病棟スタッフとの関わり方

中家 清隆（大阪市立大学医学部附属病院 感染制御部/
大阪市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学）

JS2-2 抗菌薬適正使用促進のための工夫
北原 隆志（山口大学大学院医学系研究科 臨床薬理学講座）

JS2-3 アウトブレイク時の迅速な連携
川村 英樹（鹿児島大学病院 感染制御部）

JS2-4 リスクを拾い上げるための工夫
山岸 由佳（愛知医科大学病院 感染症科/愛知医科大学病院 感染制御部）
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パネルディスカッション 1 11月8日（金） 9：00～10：30 第 5 会場
Clostridioides（Clostridium）difficile infection（CDI）の現状とこれから
司会：中村 敦（名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学）

高橋 佳子（兵庫医科大学病院 薬剤部）
PD1-1 診断の現状と課題

森永 芳智（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

PD1-2 CDI 診断に重要な、CDトキシン検査の現状と課題
清祐麻紀子（九州大学病院 検査部）

PD1-3 Clostridioides（Clostridium）difficile 感染症の重症度判定
朝岡みなみ（名古屋市立大学病院 感染制御室/名古屋市立大学病院 薬剤部/

名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床薬剤学）

PD1-4 CDI の感染管理～看護師の立場から～
一木 薫（兵庫医科大学病院 感染制御部）

パネルディスカッション 2 11月8日（金） 10：30～12：00 第 5 会場
成人の予防接種について考える
司会：鈴木 幹三（名古屋市立大学 地域包括医療学）

長谷川 均（愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学）
PD2-1 肺炎球菌ワクチン

丸山 貴也（三重病院 呼吸器内科）

PD2-2 HPVワクチン
三鴨 廣繁（愛知医科大学大学院医学研究科 臨床感染症学）

PD2-3 インフルエンザワクチン
加瀬 哲男（大阪市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学）

PD2-4 水痘帯状疱疹ワクチン
宮津 光伸（名鉄病院 予防接種センター）
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パネルディスカッション 3 11月8日（金） 14：00～15：30 第 5 会場
免疫抑制療法時の予防投薬
司会：長谷川 均（愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学）

下野 信行（九州大学病院 グローバル感染症センター）
PD3-1 リウマチ性疾患

鈴木 克典（産業医科大学病院 感染制御部）

PD3-2 化学療法時の予防投薬
山田 康一（大阪市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学講座/

大阪市立大学医学部附属病院 感染制御部/
大阪市立大学医学部附属病院 感染症内科）

PD3-3 造血幹細胞移植における感染予防
谷本 一史（愛媛大学大学院 血液・免疫・感染症内科学）

PD3-4 固形臓器移植術における予防投薬
山本 正樹（京都大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

パネルディスカッション 4 11月9日（土） 13：00～14：30 第 6 会場
腎機能低下、腎代替療法における抗MRSA薬の投与設計
司会：竹末 芳生（兵庫医科大学 感染制御学）

山下 千鶴（藤田医科大学 麻酔・侵襲制御医学講座）
PD4-1 腎機能評価法の考え方

竹末 芳生（兵庫医科大学 感染制御学）

PD4-2 腎機能低下におけるグリコペプチド系薬の投与
茂見 茜里（鹿児島大学病院 薬剤部）

PD4-3 腎機能低下例におけるダプトマイシン，リネゾリドの投与
高橋 佳子（兵庫医科大学病院 薬剤部）

PD4-4 血液透析例における考え方
古久保 拓（白鷺病院 薬剤科）

PD4-5 持続血液ろ過透析療法における考え方
尾田 一貴（熊本大学病院 薬剤部）
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ワークショップ 1 11月8日（金） 9：00～10：30 第 6 会場
感染症領域における検査
司会：金城 武士（琉球大学医学部附属病院 第一内科）

中村 明子（愛知医科大学病院 感染制御部 微生物検査室）
WS1-1 薬剤感受性検査の正しい解釈と抗菌薬適正使用

松村 康史（京都大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

WS1-2 迅速検査の有用性と限界 グラム染色，抗原検査などの迅速検査について
永田 邦昭（公立玉名中央病院 診療技術部 臨床検査科）

WS1-3 広島大学病院での感染症バイオマーカの活用状況
細川 康二（広島大学大学院 救急集中治療医学）

WS1-4 次世代の微生物検査
賀来 敬仁（長崎大学病院 検査部/長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学）

ワークショップ 2 11月9日（土） 9：00～10：30 第 6 会場
特殊病態・母集団における体内動態からみた抗菌薬投与設計の最適化
司会：村木 優一（京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野）

尾田 一貴（熊本大学病院 薬剤部）
WS2-1 敗血症における抗菌薬投与設計の最適化に向けて

中馬 真幸（徳島大学病院 臨床試験管理センター）

WS2-2 腹膜透析患者における抗菌薬投与設計
潮平 英郎（琉球大学医学部附属病院 薬剤部）

WS2-3 コンプロマイズドホスト
浦上 宗治（佐賀大学医学部附属病院 感染制御部）

WS2-4 抗菌薬動態に及ぼす体重の影響と特殊患者における最適化投与
猪川 和朗（広島大学大学院 臨床薬物治療学）

感染症入門講座 1 11月7日（木） 13：00～13：30 第 6 会場
微生物検査でここまでわかる～絶対押さえておきたい検査のマメ知識と臨床推論～
司会：倉井 華子（静岡県立静岡がんセンター）
演者：山本 剛（神戸市立医療センター中央市民病院 臨床検査技術部）

感染症入門講座 2 11月7日（木） 13：30～14：00 第 6 会場
今さら聞けない薬剤感受性試験の実際とそのピットフォール
司会：山本 剛（神戸市立医療センター中央市民病院 臨床検査技術部）
演者：井口 光孝（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部）
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感染症入門講座 3 11月7日（木） 14：00～14：30 第 6 会場
急性の発熱、全身性発疹を来す成人患者へのアプローチ～押さえておきたい病歴と身体所見～
司会：井口 光孝（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部）
演者：山藤栄一郎（長崎大学熱帯医学研究所 臨床感染症学分野）

感染症入門講座 4 11月7日（木） 14：30～15：00 第 6 会場
急性咽頭炎のアプローチ～ウイルス性と細菌性の鑑別の実際とレッドフラッグ～
司会：山藤栄一郎（長崎大学熱帯医学研究所 臨床感染症学分野）
演者：鈴木 純（岐阜県総合医療センター 感染症内科）

感染症入門講座 5 11月7日（木） 15：00～15：30 第 6 会場
感染性と非感染性の膿尿鑑別の実際～膿尿で思考停止しないベストプラクティス～
司会：鈴木 純（岐阜県総合医療センター 感染症内科）
演者：椎木 創一（沖縄県立中部病院 感染症内科）

感染症入門講座 6 11月7日（木） 15：30～16：00 第 6 会場
感染性と非感染性下痢症の鑑別の実際
司会：椎木 創一（沖縄県立中部病院 感染症内科）
演者：大路 剛（神戸大学大学院医学研究科 微生物感染症学講座 感染治療学分野）

感染症入門講座 7 11月7日（木） 16：00～16：30 第 6 会場
見た目に騙されない皮膚軟部組織感染症の極意
司会：大路 剛（神戸大学大学院医学研究科 微生物感染症学講座 感染治療学分野）
演者：上山 伸也（倉敷中央病院 感染症科/感染制御室）

感染症入門講座 8 11月7日（木） 16：30～17：00 第 6 会場
関節炎へのアプローチ―感染性と非感染性の鑑別の実際―
司会：上山 伸也（倉敷中央病院 感染症科/感染制御室）
演者：長谷川 均（愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学）

感染症入門講座 9 11月7日（木） 17：00～17：30 第 6 会場
敗血症診療の実際～敗血症を疑うポイントと初期対応の実際～
司会：長谷川 均（愛媛大学大学院医学系研究科 血液・免疫・感染症内科学）
演者：宇野 健司（南奈良総合医療センター）
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感染症入門講座 10 11月7日（木） 17：30～18：00 第 6 会場
感染症診療の実際～鹿児島県の離島、徳之島及びパキスタンでの臨床経験から～
司会：宇野 健司（南奈良総合医療センター）
演者：小林 晃（南溟会宮上病院 内科）

感染症入門講座 11 11月8日（金） 10：30～11：00 第 6 会場
感染症診療と迅速診断―迅速検査を使いこなす―
司会：小林 晃（南溟会宮上病院 内科）
演者：賀来 敬仁（長崎大学病院 検査部/長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学）

感染症入門講座 12 11月8日（金） 11：00～11：30 第 6 会場
経口抗菌薬使用のピットフォール
司会：賀来 敬仁（長崎大学病院 検査部/長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学）
演者：山本 舜悟（京都市立病院 感染症科）

感染症入門講座 13 11月8日（金） 11：30～12：00 第 6 会場
結核の罹患率が減少を辿っている現在だからこそ面白い結核診療
司会：山本 舜悟（京都市立病院 感染症科）
演者：小林 岳彦（NHO近畿中央呼吸器センター）

感染症入門講座 14 11月8日（金） 14：00～14：30 第 6 会場
発熱性好中球減少症～好中球減少時の考え方とその対応～
司会：小林 岳彦（NHO近畿中央呼吸器センター）
演者：伊藤 和広（福井大学医学部 内科学（1））

感染症入門講座 15 11月8日（金） 14：30～15：00 第 6 会場
深在性真菌症へのアプローチ 深在性真菌症を疑う時とは
司会：伊藤 和広（福井大学医学部 内科学（1））
演者：髙園 貴弘（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学/長崎大学病院 呼吸器内科）

感染症入門講座 16 11月8日（金） 15：00～15：30 第 6 会場
血液培養陽性症例への対応～検査結果の解釈と診療アプローチの実際～
司会：髙園 貴弘（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学/長崎大学病院 呼吸器内科）
演者：北浦 剛（鳥取大学医学部附属病院 感染症内科/鳥取大学医学部附属病院 感染制御部）
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感染症入門講座 17 11月8日（金） 15：30～16：00 第 6 会場
不整脈治療デバイス（CIED）関連感染症マネージメントの実際
司会：北浦 剛（鳥取大学医学部附属病院 感染症内科/鳥取大学医学部附属病院 感染制御部）
演者：成田 裕司（名古屋大学医学部附属病院 心臓外科）

感染症入門講座 18 11月8日（金） 16：00～16：30 第 6 会場
医科も知っておきたい歯科感染症入門
司会：成田 裕司（名古屋大学医学部附属病院 心臓外科）
演者：百合草健圭志（静岡県立静岡がんセンター 歯科口腔外科）

感染症入門講座 19 11月8日（金） 16：30～17：00 第 6 会場
現在でも遭遇する寄生虫感染症～寄生虫感染症を疑う時とアプローチ～
司会：百合草健圭志（静岡県立静岡がんセンター 歯科口腔外科）
演者：倉井 華子（静岡県立静岡がんセンター 感染症内科）

男女共同参画推進委員会企画 11月8日（金） 9：00～10：00 第 7 会場
知っておきたい男女共同参画のミニ知識
司会：笠原 敬（奈良県立医科大学 感染症センター）

医師の男女共同参画
須﨑 康恵（奈良県立医科大学 女性研究者・医師支援センター）

知っておきたい男女共同参画のミニ知識～日本感染症学会の取り組み
駒瀬 裕子（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 呼吸器内科/

日本感染症学会男女共同参画推進委員会委員長）

日本感染症学会 インフルエンザ委員会報告 11月8日（金） 16：40～17：00 第 3 会場
司会：尾内 一信（川崎医科大学 小児科学講座）
演者：石田 直（公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院呼吸器内科/

日本感染症学会インフルエンザ委員会委員長）

日本化学療法学会 抗微生物薬適正使用推進検討委員会報告
11月8日（金） 16：40～17：00 第 4 会場

抗菌薬適正使用支援プログラム（ASP）に関する全国アンケート調査のサブ解析：
ASP実施に影響を及ぼす因子および必要な人的資源に関する検討
司会：川口 辰哉（熊本保健科学大学 保健科学部 医学検査学科）
演者：前田 真之（公益社団法人日本化学療法学会 抗微生物薬適正使用推進検討委員会）
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日本化学療法学会 レジオネラ治療薬評価委員会報告 11月9日（土） 10：40～11：00 第 6 会場
司会：宮良 高維（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）
演者：宮下 修行（関西医科大学内科学第一講座 呼吸器感染症・アレルギー科）

第 53回抗菌薬適正使用生涯教育セミナー 11月7日（木） 15：00～18：00 第 1 会場
押さえておきたい感染症
1．事例検討
司会：志馬 伸朗（広島大学大学院医歯薬保健学研究科 救急集中治療医学）
事例提供者：岡田 健作（鳥取大学医学部附属病院 感染症内科）

2．各論
司会：髙田 徹（福岡大学病院 感染制御部/腫瘍血液感染症内科）

1）深在性真菌症の予防と治療
宮崎 泰可（長崎大学病院 呼吸器内科（第二内科）/

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学）

2）整形外科領域感染症の予防と治療
大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）

3）小児感染症における抗菌薬療法について
大石 智洋（川崎医科大学 小児科）

第 28回症例から学ぶ感染症セミナー 11月9日（土） 9：00～11：00 第 3 会場
司会：鈴木 圭（三重大学医学部附属病院 救命救急・総合集中治療センター）

東 桃代（徳島大学病院 感染制御部）
ディスカッサー：笠原 敬（奈良県立医科大学 感染症センター）

北川 浩樹（広島大学病院 感染症科）
濵田 洋平（佐賀大学医学部附属病院 感染制御部）
症例-1
提示：池尻 薫（三重大学医学部附属病院 救命救急・総合集中治療センター）
解説：鈴木 圭（三重大学医学部附属病院 救命救急・総合集中治療センター）

症例-2
提示：松井 昂介（長崎大学病院 感染症内科）
解説：山藤栄一郎（長崎大学熱帯医学研究所 臨床感染症学分野）

日本感染症学会西日本地方会 優秀論文発表会 11月8日（金） 9：00～9：30 第 3 会場
司会：迎 寛（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学分野（第二内科））
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日本感染症学会中日本地方会 学術奨励賞選考セッション（基礎）
11月8日（金） 9：30～10：00 第 3 会場

座長：木村 宏（名古屋大学大学院医学系研究科 ウイルス学）

日本感染症学会中日本地方会 学術奨励賞選考セッション（臨床 1）
11月8日（金） 10：10～10：50 第 3 会場

座長：宮良 高維（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）

日本感染症学会中日本地方会 学術奨励賞選考セッション（臨床 2）
11月8日（金） 10：50～11：30 第 3 会場

座長：山岸 由佳（愛知医科大学病院 感染症科/感染制御部）

日本化学療法学会西日本支部活性化委員会 推薦演題（臨床）
11月8日（金） 14：00～15：10 第 3 会場

座長：藤田 直久（京都府立医科大学 感染制御・検査医学教室）

日本化学療法学会西日本支部活性化委員会 推薦演題（基礎）
11月8日（金） 15：10～15：40 第 3 会場

座長：西 順一郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 微生物学）
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第 13回日本化学療法学会西日本支部 支部長賞・支部奨励賞
11月8日（金） 15：40～16：40 第 3 会場

司会：大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）
支部長賞（基礎部門）

Syk 依存性経路を介したカスポファンギンによるサイトカイン産生修飾作用
伊藤 和広（福井大学医学部 内科学（1）/同 感染制御部）

支部長賞（臨床部門）
MALDI-TOF/MS導入による抗菌薬適正使用支援の強化がもたらす血液培養陽性例の
臨床アウトカムへの効果
藤林 彩里（岐阜大学医学部附属病院 薬剤部/

岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター）

支部奨励賞（基礎部門）
本邦医療機関にて分離されたポーリン変異を伴う
CTX-M-207 新規β-ラクタマーゼ産生大腸菌の解析
水野 友貴（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座）

支部奨励賞（臨床部門）
敗血症におけるバンコマイシンクリアランスに対するヘモグロビン値の影響
中馬 真幸（徳島大学病院 臨床試験管理センター）

第 10回日本化学療法学会西日本支部 活性化委員会特別賞 受賞講演
腸内細菌叢 dysbiosis がグラム陰性耐性菌腸管定着に及ぼす影響
村田 美香（長崎大学病院 検査部）

第 61回日本感染症学会中日本地方会 学術奨励賞 受賞講演
11月9日（土） 9：00～10：00 第 5 会場

司会：三鴨 廣繁（愛知医科大学大学院医学研究科 臨床感染症学）
（基礎部門）

フィリピンの環境水から分離されたカルバペネマーゼ産生腸内細菌科の分子遺伝学的解析
鈴木 由希（奈良県立医科大学 微生物感染症学講座）

（臨床部門）
大阪市立大学医学部附属病院における Stenotrophomonas maltophilia 菌血症の後方視的検討
～出血性肺炎との関連～
井本 和紀（大阪市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学/大阪市立大学大学院医学研

究科 呼吸器内科学/大阪市立大学医学部附属病院 感染制御部）

気管支肺胞洗浄液中の定量的ニューモシスチスPCRを用いた
ニューモシスチス肺炎の診断法の評価
笠松 悠（大阪市立総合医療センター 感染症内科/

京都府立医科大学附属病院 感染症科）



プ
ロ
グ
ラ
ム

（
講

演
）

－56－

第 319 回 ICD講習会 11月9日（土） 15：00～17：00 第 1 会場
苦慮する感染対策の実際
司会：村上 啓雄（岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター）

堀井 俊伸（浜松医科大学 細菌・免疫学講座）
ICD-1 2 つのアウトブレイク体験を通して得たもの

木下 輝美（藤田医科大学病院 看護部）

ICD-2 医師が苦手な洗浄・消毒・滅菌の実際
島崎 豊（NPO法人 日本・アジア口腔保健支援機構）

ICD-3 迫りくる輸入感染症にどのように対峙する？
田島 靖久（浜松医療センター 感染症内科）

ICD-4 徹底しにくい高齢者施設での感染対策
中村 敦（名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学）

ランチョンセミナー 1 11月8日（金） 12：15～13：05 第 2 会場
高齢者肺炎に対する抗菌化学療法
司会：迎 寛（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器内科学分野）
演者：矢寺 和博（産業医科大学医学部 呼吸器内科学）
共催：大正製薬株式会社/アステラス製薬株式会社

ランチョンセミナー 2 11月8日（金） 12：15～13：05 第 3 会場
2019/20 インフルエンザ診療：Actions and Reactions to Avoid
司会：岡田 賢司（福岡看護大学 基礎・基礎看護部門 基礎・専門基礎分野）
演者：青木 洋介（佐賀大学医学部 国際医療学講座 臨床感染症学分野）
共催：塩野義製薬株式会社

ランチョンセミナー 3 11月8日（金） 12：15～13：05 第 4 会場
Antimicrobial stewardship に活かす迅速診断法とは
～呼吸器感染症を含めて～
司会：宮良 高維（神戸大学医学部附属病院 感染制御部）
演者：山本 善裕（富山大学附属病院 感染症科）
共催：旭化成ファーマ株式会社/極東製薬工業株式会社
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ランチョンセミナー 4 11月8日（金） 12：15～13：05 第 5 会場
臨床経験から考えるHIV 診療のこれから
～2剤併用療法（DTG+3TC）がもたらす患者さんのメリット～
司会：藤原 民雄（塩野義製薬株式会社 HIV Integrase Inhibitorグローバルプロジェクト）

伊部 史朗（ヴィーブヘルスケア株式会社 メディカルアフェアーズ部門）
演者：安達 英輔（東京大学医科学研究所附属病院 感染免疫内科）
共催：ヴィーブヘルスケア株式会社/塩野義製薬株式会社

ランチョンセミナー 5 11月8日（金） 12：15～13：05 第 6 会場
グラム陰性菌感染症の現状と新しい治療選択肢
司会：稲井 邦博（福井大学学術研究院医学系部門医学系領域 病因病態医学講座分子病理学）
演者：宮崎 泰可（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学）
共催：MSD株式会社

ランチョンセミナー 6 11月8日（金） 12：15～13：05 第 7 会場
感染制御における環境消毒の重要性
司会：倉井 華子（静岡県立静岡がんセンター 感染症内科）
演者：岩井 一也（静岡市立静岡病院 感染管理室）

佐藤 景二（静岡市立静岡病院 医療支援部）
共催：テルモ株式会社

ランチョンセミナー 7 11月8日（金） 12：15～13：05 第 8 会場
感染症バイオマーカー プロカルシトニン（PCT）―敗血症・肺炎・そして肺結核―
司会：志馬 伸朗（広島大学大学院医歯薬保健学研究科 救急集中治療医学）
演者：渡辺 雅人（杏林大学医学部 呼吸器内科）

大澤 武司（複十字病院 呼吸器内科）
共催：サーモフィッシャーダイアグノスティックス株式会社

ランチョンセミナー 8 11月9日（土） 11：50～12：40 第 2 会場
世界的脅威としての抗菌薬耐性（AMR）問題
司会：草地 信也（東邦鎌谷病院 外科）
演者：舘田 一博（東邦大学医学部 微生物・感染症学講座）
共催：MSD株式会社
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ランチョンセミナー 9 11月9日（土） 11：50～12：40 第 3 会場
IoT（Internet of Things）活用による手指衛生向上への試み
司会：岩崎 博道（福井大学医学部附属病院 感染制御部・感染症膠原病内科）
演者：重見 博子（福井大学医学部 病態制御医学講座 内科学（3））
共催：株式会社ケアコム

ランチョンセミナー 10 11月9日（土） 11：50～12：40 第 4 会場
司会：平井 豊博（京都大学大学院医学研究科 呼吸器内科学）
演者 1 分子疫学解析からみた肺炎球菌ワクチン導入効果と今後の課題

生方 公子（慶應義塾大学医学部 感染症学）

演者 2 肺炎の重症化と実際の診療～インフルエンザと関連した対応～
関 雅文（東北医科薬科大学医学部 感染症学）

共催：ファイザー株式会社

ランチョンセミナー 11 11月9日（土） 11：50～12：40 第 5 会場
泌尿器科領域での感染症診療の最前線
―JAID/JSC感染症治療ガイド 2019 の改訂部分の解説も加えて―
司会：青木 知信（西福岡病院）
演者：清田 浩（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 泌尿器科）
共催：Meiji Seika ファルマ株式会社

ランチョンセミナー 12 11月9日（土） 11：50～12：40 第 6 会場
HIV 感染症治療における現状の課題と最新情報アップデート
司会：矢野 邦夫（浜松医療センター 感染症内科）
演者：南 留美（九州医療センター 免疫感染症内科）
共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社

ランチョンセミナー 13 11月9日（土） 11：50～12：40 第 7 会場
周術期口腔機能管理の意義
司会：金子 明寛（東海大学医学部 外科学系 口腔外科）
演者：太田 耕司（広島大学大学院医系科学研究科 口腔健康科学講座 公衆口腔保健学研究室）

大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）
共催：富士フイルム富山化学株式会社
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イブニングセミナー 1 11月8日（金） 17：10～18：00 第 2 会場
呼吸器感染症治療におけるPK/PD理論と病巣への抗菌薬移行の重要性
司会：宮下 修行（関西医科大学内科学第一講座 呼吸器感染症・アレルギー科）
演者：古家 英寿（大阪治験病院）
共催：杏林製薬株式会社

イブニングセミナー 2 11月8日（金） 17：10～18：00 第 3 会場
司会：中村 敦（名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学）
演者 1 発熱性好中球減少症時の深在性真菌症診療におけるPitfall

冲中 敬二（国立がん研究センター東病院）

演者 2 肺真菌症診療における抗真菌薬の適正使用について考える
髙園 貴弘（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床感染症学分野/

長崎大学病院 呼吸器内科）

共催：大日本住友製薬株式会社

イブニングセミナー 3 11月8日（金） 17：10～18：00 第 4 会場
インフルエンザ診療の現状と今後の展開―日本臨床内科医会インフルエンザ研究 20年目を迎えて―
司会：藤田 次郎（琉球大学 感染症・呼吸器・消化器内科学（第一内科））
演者：河合 直樹（河合内科医院）
共催：第一三共株式会社
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11 月 8日（金） 第 3会場（5F 52・53・54 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

日本感染症学
会中日本地方
会 学術奨励
賞選考セッ
ション（基礎）

木村 宏
（名古屋大学大
学院医学系研
究科 ウイル
ス学）

9：30～

10：00

KS1-1 感中 カルバペネマーゼ産生グラム陰性桿菌
検出法の比較検討

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 安藤 冴佳

KS1-2 感中
血液培養陽性検体における直接同定お
よび耐性遺伝子検索による抗菌薬変更
状況

静岡市立清水病院
検査技術科 池ヶ谷佳寿子

KS1-3 感中
第 3世代セファロスポリン耐性大腸菌
の耐性機序・クローンと院内伝播状況
の検討

京都大学医学部附属病
院 検査部・感染制御
部

松村 康史

日本感染症学
会中日本地方
会 学術奨励
賞選考セッ
ション
（臨床 1）

宮良 高維
（神戸大学医学
部附属病院
感染制御部）

10：10～

10：50

KS2-1 感中
Real-time PCR および 16s rRNA PCR
sequencing を用いた小児化膿性関節炎
の起炎菌同定

京都大学医学部附属病
院 検査部・感染制御
部

中野 哲志

KS2-2 感中 MRSA菌血症診療におけるActive Con-
sultation の有用性の検討

富山大学附属病院
感染症科 川筋 仁史

KS2-3 感中
菌血症を伴うESBL 産生 E. coli による
尿路感染症におけるEscalation therapy
の有用性

神戸市立医療センター
中央市民病院 総合内
科

進藤 達哉

KS2-4 感中
近畿北陸地区の検査受託会社における
外来患者より分離された薬剤耐性菌の
検出状況

尼崎医療生協病院
内科 井村 春樹

日本感染症学
会中日本地方
会 学術奨励
賞選考セッ
ション
（臨床 2）

山岸 由佳
（愛知医科大学
病院 感染症
科/感染制御
部）

10：50～

11：30

KS2-5 感中 2018-2019 年に当院で対応した麻疹疑い
症例の検討

大阪市立総合医療セン
ター 感染症内科 福岡 里紗

KS2-6 感中 当院において Haemophilus 属細菌を尿
培養から検出した 6例の検討

名古屋大学医学部附属
病院 中央感染制御部 岡 圭輔

KS2-7 感中
Tazobactam/Piperacillin 耐性 Entero-
bacter 菌血症に関するリスク因子の検
討

大阪市立大学大学院医
学研究科 臨床感染制
御学

山入 和志

KS2-8 感中 炎症性腸疾患における中心静脈カテー
テル関連血流感染リスク因子の検討

兵庫医科大学病院
感染制御部 石川かおり
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11 月 8日（金） 第 3会場（5F 52・53・54 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

日本化学療法
学会西日本支
部活性化委員
会 推薦演題
（臨床）

藤田 直久
（京都府立医科
大学 感染制
御・検査医学
教室）

14：00～

15：10

NS1-1 化
アムホテリシンBリポソーム製剤の早
期投与が患者の予後に与える影響の検
討～医療情報データベース研究～

長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 臨床感
染症学

田代 将人

NS1-2 化
AST専従薬剤師による抗緑膿菌薬開始
前の血液培養実施推進を通じた抗菌薬
適正使用支援への介入効果

神戸大学医学部附属病
院 薬剤部 宇田 篤史

NS1-3 化
初回トラフ値 10µg/mL以上を達成する
ためのバンコマイシンの新たな投与設
計の検討

兵庫医科大学病院
感染制御部 植田 貴史

NS1-4 化
Infection Control Teamにより推進され
た智歯抜歯時における経口抗菌薬適正
使用の効果

福井大学学術研究院医
学系部門医学領域 感
覚運動医学講座 歯科
口腔外科学分野

吉田 寿人

NS1-5 化
ヒト－ヒト感染が疑われる肺Mycobac-
terium abscessus complex 症の小児症
例

名古屋大学医学部附属
病院 薬剤部 稲垣 孝行

NS1-6 化 日常診療下におけるダプトマイシンの
PK－PDパラメータへの達成率

別府医療センター
薬剤部 山科 卓也

NS1-7 化
バンコマイシンとタゾバクタム/ピペラ
シリン併用による急性腎障害のリスク
因子における予測モデル式の構築

神鋼記念病院
診療技術部薬剤室 真砂 聖

日本化学療法
学会西日本支
部活性化委員
会 推薦演題
（基礎）

西 順一郎
（鹿児島大学大
学院医歯学総
合研究科 微
生物学）

15：10～

15：40

NS2-1 化
本邦で分離されたカルバペネマーゼ産
生肺炎桿菌が保有する病原遺伝子の解
析

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 水野 友貴

NS2-2 化
カルバペネマーゼ産生 K. pneumoniae
肺炎マウスモデルの確立と、抗菌薬併用
療法の有効性評価

長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 病態解
析・診断学

太田 賢治

NS2-3 化
インドネシアにおける尿路感染症由来
Extended spectrum beta-lactamase
（ESBL）産生Klebsiella pneumoniae の
遺伝子解析

神戸大学大学院
保健学研究科 山崎 さや
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11 月 7日（木） 第 8会場（2F 21 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

学生
倉井 華子
（静岡県立静岡
がんセンター
感染症内科）

16：20～

17：20

学-01 感中 キノロン系抗菌薬によるサイトカイン
産生抑制機序の解明

富山大学附属病院
感染症科 福士 路花

学-02 化
インドネシアで分離されたセファロス
ポリン耐性尿路感染症（UTI）原因菌の
交差耐性およびメカニズム

神戸大学大学院
保健学研究科 石井 彩

学-03 感中 奈良市全域の 23 病院におけるカルバペ
ネム耐性腸内細菌科の実態調査

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 張本 健仁

学-04 化 本邦で健常人および畜産農家から初め
て検出されたmcr 保有大腸菌について

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 中野 章代

学-05 化
マクロライド系薬投与下における腸内
と下気道のマイクロバイオームプロ
ファイル

長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 病態解
析・診断学

武 優希

学-06 感中
フィリピンの環境中から分離された
Pseudomonas 属が保有するカルバペネ
マーゼ遺伝子について

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 源 優樹



プ
ロ
グ
ラ
ム

（
研
修
医
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

－67－

11 月 7日（木） 第 8会場（2F 21 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

初期研修医 1

森本浩之輔
（長崎大学熱帯
医学研究所
臨床感染症学
分野）

13：00～

13：50

研-01 感西 Shewanella algae による医療介護関連
肺炎（NHCAP）の一例 近森病院 臨床研修部 堤田 慎

研-02 感中 夫婦間で発症した Haemophilus influen-
zae 肺炎の 2例

兵庫県立丹波医療セン
ター 内科 杉本 和真

研-03 感中 多臓器に所見を認めた抗 IFN-γ中和自
己抗体陽性播種性MAC症の 1例

名古屋市立西部医療セ
ンター 王 梓任

研-04 感西 アダリムマブ投与下で治療を行った粟
粒結核の一例

琉球大学医学部附属病
院 総合臨床研修・教
育センター

高江洲 壮

研-05 感西 Mycobacterium xenopi による肺非結核
性抗酸菌症の一例

大分大学医学部 呼吸
器・感染症内科学講座 平山 義明

初期研修医 2

笠原 敬
（奈良県立医科
大学附属病院
感染症セン
ター）

13：50～

14：40

研-06 感西 当院での侵襲性 Campylobacter jejuni/
coli 感染症の検討 近森病院 臨床研修部 三枝 寛理

研-07 感中 劇症型A群溶連菌感染症および髄膜炎
を発症した基礎疾患のない若年女性

大阪市立総合医療セン
ター 教育研修セン
ター

田中 志歩

研-08 化 当院における腸球菌菌血症の後方視的
検討

福井大学医学部附属病
院 臨床教育研修セン
ター

島本 侑樹

研-09 化 Campylobacter fetus による感染性腹部
大動脈瘤の一例

鹿児島生協病院
総合内科 吉武 智亮

研-10 感西 MSSAとMRSAの混合感染が証明され
たカテーテル関連血流感染症の一例

長崎大学病院 医療教
育開発センター 村田麻耶子

初期研修医 3
飯沼 由嗣
（金沢医科大学
臨床感染症
学・感染症科）

14：40～

15：30

研-11 感西
BCG膀胱内注入療法を施行された日本
人膀胱癌患者における反応性関節炎、ぶ
どう膜炎、結膜炎の発症率およびHLA
表現型の検討

高知県立幡多けんみん
病院 研修管理セン
ター

伊藤 孟彦

研-12 感西
治療経過中に新たな転移性病変が出現
した Enterobacter cloacae complex に
よる菌血症の一例

鳥取大学医学部附属病
院 卒後臨床研修セン
ター

西川ゆかり

研-13 感中 重症化したため鑑別診断に苦慮した修
飾麻疹と考えられた一例 伊勢赤十字病院 田邊 京

研-14 感中 麻疹によるトランスアミナーゼ上昇を
きたした 3症例

大阪市立総合医療セン
ター 感染症内科 山北 麻由

研-15 感西 異性間接触による感染が考えられたア
メーバ性肝膿瘍の 2症例 近森病院 臨床研修部 梁瀬 瑛蘭

初期研修医 4
沖本 二郎
（川崎医科大学
総合医療セン
ター 内科）

15：30～

16：20

研-16 感西 発熱と頑固な乾性咳嗽が主訴であった
レプトスピラ症の 1例

北部地区医師会病院
呼吸器・感染症科 太田 圭人

研-17 感西
自家造血幹細胞移植後の化学療法中に
発症した成人ヒトメタニューモウイル
ス肺炎の一例

大分大学医学部 呼吸
器・感染症内科学講座 廣田 昇馬

研-18 感中 健常成人に発症したサイトメガロウィ
ルス胃十二指腸炎の 1例

富山大学附属病院
感染症科 兼田磨熙杜

研-19 感西 エチオピアから帰国後発症した、 蛆症
の一例

大阪府済生会千里病院
総合初期研修科 新田 彩巴

研-20 感西 4年以上の経過で再発した卵形マラリア
の 1例

鳥取大学医学部附属病
院 感染症内科 土居 歩
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11 月 8日（金） 第 8会場（2F 21 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

後期研修医 1
岩田健太郎
（神戸大学大学
院医学研究科
感染治療学）

9：00～

9：50

研-21 感西 Roseomonas mucosa による菌血症の一
例 近森病院 内科 山本 博隆

研-22 感西
Streptococcus dysgalactiae により髄膜
炎、脳室内膿瘍、敗血症性脳塞栓症をき
たした一例

コスモス病院 内科 濱中 良丞

研-23 感西 内視鏡処置歴のない食道癌に合併した
脳膿瘍の 1例 名古屋掖済会病院 村松恵理子

研-24 感中 マウスピース型歯科矯正治療に関連し
た感染性心内膜炎の一例

東京都立墨東病院
感染症科 兒島 裕樹

研-25 感西
ペニシリン耐性肺炎球菌による髄膜
炎・感染性心内膜炎・肺炎を合併した
Austrian syndrome の 1 例

聖路加国際病院
感染症科 鈴木 真澄

後期研修医 2
三笠 桂一
（奈良厚生会病
院）

9：50～

10：30

研-26 感中
2回目の腹腔鏡検査で白色結節を認めた
帝王切開術後に発症した結核性腹膜炎
の一例

藤田医科大学医学部
連携地域医療学 森川 智子

研-27 感西 肺非結核性抗酸菌症例におけるFDG-
PET集積と病勢との関連

長崎大学医学部附属病
院 呼吸器内科 小出 容平

研-28 感中 十二指腸潰瘍穿孔を契機にサイトメガ
ロウイルス十二指腸炎が判明した 1例

京都大学医学部附属病
院 検査部 感染制御部 青木 一晃

研-29 感西 多彩な症状を呈した成人ヒトパルボウ
イルスB19 感染症の 3症例

長崎労災病院
総合内科 木岡ともみ
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11 月 7日（木） 第 3会場（5F 52・53・54 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

HIV、
性感染症

健山 正男
（琉球大学大学
院医学研究科
感染症・呼吸
器・消化器内
科学）

13：00～

13：50

001 感西 HIV感染者の CMVモニタリングにお
けるリアルタイム PCR法の臨床評価

九州大学病院
総合診療科 村田 昌之

002 感中 免疫再構築症候群の発症率・発症疾患
に関する調査結果

奈良県立医科大学
健康管理センター 古西 満

003 感中 HIV感染者でのHBV、HCV、梅毒の共感
染についての検討

石川県立中央病院
免疫感染症科 渡邉 珠代

004 感西 急性心外膜炎を合併した播種性淋菌感
染症の 1例

島根県立中央病院
救命救急科 樋口 大

005 感中
多関節炎と 鞘炎症状を呈し、関節液培
養から診断し得た播種性淋菌感染症の
一例

大阪警察病院
感染管理センター 水谷 哲

感染防御・
生体防御機構

森永 芳智
（長崎大学大学
院医歯薬学総
合研究科 病
態解析・診断
学）

13：50～

14：30

006 化
仔マウスの肺炎球菌宿主間伝播におけ
る recipient 鼻腔での好中球遊走の重要
性

和歌山県立医科大学
耳鼻咽喉科・頭頸部外
科

金子富美恵

007 化 肺炎球菌の鼻腔保菌及び宿主間伝播に
おける受動喫煙の影響

和歌山県立医科大学
耳鼻咽喉科・頭頸部外
科

河野 正充

008 化 乳酸菌タブレットの直腸および膣内細
菌叢に及ぼす影響に関する検討

岡山大学病院
泌尿器科 和田耕一郎

009 化 耐性菌定着に関与する腸内細菌叢代謝
産物の評価 長崎大学病院 検査部 村田 美香

尿路感染症 1

重村 克巳
（神戸大学大学
院 器官治療
医学講座 腎
泌尿器科学分
野）

14：30～
15：20

010 化
当院における SGLT2 阻害薬使用後 48
週の尿路感染、性器感染、無症候性細菌
尿についての考察と大規模臨床試験に
対する言及

総合大雄会病院
感染症科 循環器内科 後藤 礼司

011 化
ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術
（RALP）術後に感染性リンパ嚢腫を生じ
た 11 例

岐阜県総合医療セン
ター 石田健一郎

012 感西
当院におけるグラム陽性菌による腎盂
腎炎の検討と尿グラム染色の有用性に
ついて

神戸市立医療センター
西市民病院 総合内科 王 康治

013 感西 出血性膀胱炎で発症した非チフス性サ
ルモネラ属菌感染症の 1例

リハビリテーション大
神子病院 内科 吉田 成二

014 化 AMRに配慮したニューキノロン薬を用
いない高齢女性膀胱炎治療について

神戸医療センター
泌尿器科 大岡 均至

尿路感染症 2
山本 新吾
（兵庫医科大学
泌尿器科学講
座）

15：20～

16：10

015 化
Fosfomycin による術前除菌が無効で
あった尿道損傷患者の尿から検出され
たESBL 産生大腸菌の細菌学的検討

札幌医科大学医学部
泌尿器科学講座 桧山 佳樹

016 化 神戸大学医学部附属病院における尿中
分離菌・薬剤感受性成績の年次推移 神戸大学 腎泌尿器科 中野 雄造

017 感中 急性巣状細菌性腎炎（AFBN）10 例の臨
床的検討 育和会記念病院 藤岡 研

018 感西
尿中白血球が陰性にも関わらず血流感
染を伴う急性腎盂腎炎の診断に至った
複数の症例のまとめ

島根県立中央病院
救命救急科 樋口 大

019 感西
尿路感染症患者に対する経験的治療に
おける、セフメタゾールの有用性につい
ての検討

神戸市立医療センター
西市民病院 総合内科 越智 達哉
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消化管感染症

山岸 由佳
（愛知医科大学
病院 感染症
科/感染制御
部）

16：10～

17：10

020 感西 Clostridioides difficile 分離株の病原遺
伝子保有状況と臨床的解析

山形大学医学部附属病
院 検査部 中山 麻美

021 感西
イムノクロマト法による Clostridioides
difficile GDH抗原検出の予後に及ぼす
影響

泉川病院 永吉 洋介

022 化
九州・山口地区の医療機関における
Clostridioides（Clostridium）difficile 感染
症の診療に関する実態調査

長崎大学病院 薬剤部 今村 政信

023 感西 当科で経験した腸管スピロヘータ症の
臨床的検討 近森病院 消化器内科 田島 萌夢

024 感西 Stenotrophomonas maltophilia による腹
膜透析関連腹膜炎を来した一例 勤医協中央病院 五十嵐謙人

025 化 市中発症肺炎後のクロストリジオイデ
ス・ディフィシル感染症の疫学検討

愛知医科大学病院
感染症科 浅井 信博

サーベイラン
ス

保富 宗城
（和歌山県立医
科大学医学部
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学
講座）

17：10～

18：00

026 感西 当院におけるAmpC型耐性大腸菌の臨
床的検討

徳島県立中央病院
感染症内科 山口 普史

027 化 広島県におけるESBL 産生菌と CRE検
出の年次推移（2008-2018）

広島大学 院内感染症
プロジェクト研究セン
ター

池田 光泰

028 感西 2016 年臨床分離ESBL 産生腸内細菌科
細菌に対する各種薬剤の抗菌活性

シオノギテクノアドバ
ンスリサーチ株式会社
感染症評価領域 感染
症評価I部門

阿南 直美

029 感西 奈良県における住民の Helicobacter py-
lori への感染実態と感染経路の検討

奈良県立医科大学
微生物感染症学講座 堀内沙央里

030 化
福歯大病院 ICTによる抗菌薬適正使用
推奨前後の歯科における抗菌薬使用お
よび細菌培養同定検査結果についての
サーベイランス

福岡歯科大学医科歯科
総合病院 院内感染対
策チーム

森田 浩光
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11 月 7日（木） 第 5会場（4F 43・44 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

インフルエン
ザ

新里 敬
（中頭病院 感
染症内科・総
合内科）

13：00～

13：50

031 感西
抗インフルエンザウイルス剤バロキサ
ビルマルボキシルの製造販売後調査（使
用成績調査）最終解析結果の報告

塩野義製薬株式会社
安全管理部 原 華苗

032 感西
末梢血幹細胞移植後にバロキサビル耐
性インフルエンザウイルスの感染が長
期間持続した一例

久留米大学医学部
感染制御学講座 多々良一彰

033 感中 バロキサビルは院内感染対策に有用
か？2018/2019 インフルエンザ対策報告 尼崎中央病院 内科 兵頭英出夫

034 感中
AH3 型インフルエンザの流行動向―夫
婦発症件数および 50 歳以上の罹患率の
変移―

大槻内科医院 大槻 雄三

035 感西 2018-2019 シーズンにおける成人インフ
ルエンザ重症例の検討

倉敷中央病院
呼吸器内科 石田 直

肝・胆道・
腹腔内感染症

古庄 憲浩
（大博通り内
科・総合診療
クリニック）

13：50～

14：50

036 感中 2型糖尿病を基礎として発症した感染性
心内膜炎に伴う脾膿瘍の 1例 伊勢赤十字病院 東 謙太郎

037 感西
消化器手術における術後高血糖と手術
部位感染（SSI）：術後 24 時間以内の高
血糖改善例と、持続例における検討

兵庫医科大学病院
薬剤部 米田 采未

038 感中 高齢者でみられたESBL 大腸菌による
感染性肝嚢胞の一例 聖霊病院 内科 石原 政光

039 化 当院における急性胆嚢炎起炎菌の検討 市立福知山市民病院
消化器内科 原 祐

040 感中
アフリカより帰国後に重症A型急性肝
炎を発症し，ステロイドパルス療法が奏
功した 1例

大阪市立総合医療セン
ター 感染症内科 小西 啓司

041 感中
AS04-HBVワクチン（FendrixⓇ）によっ
てHBs 抗体を獲得し得た、生体腎移植
レシピエントの一例

奈良県立医科大学
感染症センター 小川 拓

血流感染症 1
浮村 聡
（大阪医科大学
附属病院 感
染対策室）

14：50～

15：40

042 感中 当院で過去 12 年間に血液培養から検出
された Candida 属の経時的変化

浜松医科大学医学部附
属病院 検査部 名倉 理教

043 感西
Verigene システムを用いたグラム陽性
菌血液培養陽性検体の解析と抗菌薬の
選択

小倉記念病院
感染管理部 宮崎 博章

044 感西 E. faecalis による感染性心内膜炎の症例
当院 3年間での検討

神戸市立医療センター
西市民病院 総合内科 佐伯 美紀

045 感中 心臓血管外科のない市中中規模病院に
おける感染性心内膜炎の臨床像

鹿児島生協病院
総合内科 山口 浩樹

046 感西 当院における複数菌による菌血症の臨
床的解析

久留米大学医学部
感染制御学講座 坂本 透

血流感染症 2
池ヶ谷諭史
（藤枝平成記念
病院 内科）

15：40～

16：30

047 感西
胃十二指腸潰瘍に起因した上腸間膜静
脈血栓性静脈炎、Streptococcus angino-
sus、Bacteroides fragilis、Bacillus sp.
菌血症の 1例

福岡和白病院 甲斐 健一

048 感西
DIC に対しダナパロイド併用により軽
快した小児劇症型溶血性レンサ球菌感
染症の 1例

広島大学病院 小児科 加藤 豊

049 感西 飼い猫との接触により Pasteurella mul-
tocida 敗血症を繰り返した一例

富山大学附属病院
感染症科 宮嶋 友希

050 感中 急性感染性電撃性紫斑病を呈した肺炎
球菌性脾臓摘出後重症感染症の 1例

名張市立病院
総合診療科 中西 雄紀

051 感西 好中球減少時の血流感染における口腔
粘膜障害と口腔ケアについての検討

島根大学医学部附属病
院 感染制御部 城 有美
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血流感染症 3

馬場 尚志
（岐阜大学医学
部附属病院
生体支援セン
ター）

16：30～

17：10

052 化 Neisseria mucosa による ICDリード感
染の一例

横浜市立大学附属病院
薬剤部 西垣 哲太

053 感西
ヒックマンカテーテルのインジェク
ションキャップが感染していた、Rhizo-
bium radiobacter による持続菌血症の一
例

岡山医療センター
感染症内科 山田 晴士

054 化 ニット構造型ステントグラフト周囲感
染の 3症例の検討

総合大雄会病院
感染症科 循環器内科 土野 有稀

055 感西
皮下埋め込み型ポート関連血流感染症
の最大のリスクは過去のカテーテル関
連血流感染症である

北野病院 呼吸器内科 白田 全弘

血流感染症 4
田内 久道
（愛媛大学医学
部附属病院感
染制御部）

17：10～

18：00

056 化 血液培養検査の外部委託が菌血症患者
の予後に及ぼす影響について

藤枝平成記念病院
内科 池ヶ谷諭史

057 感中 感染性心内膜炎の現状と治療成績 兵庫医科大学
感染制御部 中嶋 一彦

058 感中
当院で経験した Listeria monocytogenes
髄膜炎の一症例および当院の Listeria
属の検出状況の検討

浜松医療センター
感染症内科 高宮みさき

059 感中 積極的菌血症ラウンドのない病院での
カンジダ血症の検討 能登島診療所 真智 俊彦

060 感中
Klebsiella pneumoniae 菌血症の 30 日後
死亡予測因子の解析～遺伝子学的特徴
も含めて～

大阪市立大学医学部附
属病院 総合診療セン
ター

並川 浩己



プ
ロ
グ
ラ
ム

（
一
般
演
題
）

－73－

11 月 7日（木） 第 7会場（2F 22・23 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

小児感染症
伊藤 嘉規
（名古屋大学大
学院医学研究
科小児科学）

13：00～

13：50

061 感中 ステロイド投与を要した小児マイコプ
ラズマ肺炎入院例の検討

江南厚生病院 こども
医療センター 後藤 研誠

062 化 予防的抗菌薬投与下に生じた Clostrid-
ium difficile による壊死性腸炎の 1例

北海道立子ども総合医
療療育センター 小児
泌尿器科

上原 央久

063 化
大阪急性期・総合医療センターの小
児・新生児科における血液培養採取数
と抗菌薬の使用について

大阪急性期・総合医療
センター 薬局 岩﨑 瑛子

064 化 小児科において内服抗生剤の処方は
減っている

大阪急性期・総合医療
センター 小児科 髙野 智子

065 感西 2017-2018 年における小児尿路感染症の
起炎菌の検討～2009-2016 年との比較～ 川崎医科大学 小児科 大石 智洋

皮膚・軟部
組織感染症

夏秋 優
（兵庫医科大学
皮膚科学教室）

13：50～

14：50

066 感西
下肢擦過傷への不適切な創傷被覆材使
用が誘因となった、MSSAによるToxic
shock syndrome の 1 例

福岡赤十字病院
総合診療科 浦 和也

067 感西
劇症型溶連菌感染症における創部・喀
痰・血液培養から検出した菌が一致し
た一例

大阪府済生会野江病院
救急集中治療科 豊島 千絵

068 感西 緑膿菌による菌血症、左下腿蜂窩織炎を
認めた一例

福岡市民病院
感染症内科 中島 裕子

069 感西
SGLT-2（Sodium Glucose Co-
Transporter-2）阻害薬を内服中にフルニ
エ壊疽を来した一例

埼玉医科大学総合医療
センター 総合診療内
科・感染症科

野崎 由迅

070 感中 Mycobacterium ulcerans subsp. shin-
shuense によるブルーリ潰瘍の一例

公立那賀病院
臨床検査科 口広 智一

071 感中 皮膚生検を契機に診断した播種性クリ
プトコックス症

大阪市立総合医療セン
ター 教育研修セン
ター

吉井 大智

骨・関節
感染症

加藤 大三
（岡崎市民病院
整形外科）

14：50～

15：30

072 感西 Campylobacter 腸炎後に発症した反応
性関節炎の 1例

兵庫県立丹波医療セン
ター 合田 建

073 感西
バンコマイシンの関節内投与によりバ
ンコマイシン血中濃度が想定以上に上
昇したと考えられた 1例

福岡市民病院
感染症内科 有水 遥子

074 感西 BCG膀胱内注入療法施行後に発症した
化膿性脊椎炎の一例

奈良県立医科大学
感染症センター 西村 知子

075 化
インプラント留置後骨感染に対しゲン
タマイシン（GM）骨髄内単回および持続
投与を施行した 1症例

京都医療センター
薬剤部 熊谷 康平

各種微生物の
同定・検査法

賀来 敬仁
（長崎大学大学
院医歯薬学総
合研究科 病
態解析・診断
学、長崎大学病
院検査部）

15：30～

16：10

076 感中 血液培養陽性例に対するVerigeneⓇシ
ステムの使用経験

愛知医科大学病院
感染症科 山岸 由佳

077 化
広域β-lactamase 産生腸内細菌科の菌
種を用いたライサスパネルRMEN-2 の
評価

ひびきAMR研究会 上田舞衣子

078 化 ESBL 産生腸内細菌科の確認試験に関す
る検討 ひびきAMR研究会 上田舞衣子

079 感西 Bartonella henselae IgG-ELISAの培地
別・精製法別抗原の比較検討

山口大学大学院医学系
研究科 病態検査学講
座

大津山賢一郎
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真菌症

泉川 公一
（長崎大学大学
院医歯薬学総
合研究科 新
興感染症病態
制御学系専攻
臨床感染症学
分野）

16：10～

17：10

080 感西 当院におけるカンジダ血症 26 例の臨床
的検討

中頭病院 感染症内
科・総合内科 友寄 未希

081 感中 Trichosporon inkin による菌血症の 1例 藤枝市立総合病院
呼吸器内科 小清水直樹

082 感西 蜂窩織炎様皮疹を呈した播種性クリプ
トコッカス症

宮崎大学医学部附属病
院 膠原病感染症内科 岩尾 千紘

083 感中
関節リウマチ治療中に肺アスペルギル
ス症と肺クリプトコッカス症の混合感
染を起こした 1例

淀川キリスト教病院
呼吸器内科 覺野 重毅

084 化
ファンギテックGテスト ESを用いた
（1→3）－β－Dグルカン測定法の基礎
的検討

長崎大学病院 検査部 倉橋 舞

085 化
医療情報データベースを用いたアムホ
テリシンBリポソーム製剤の使用実態
調査

長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 臨床感
染症学

髙園 貴弘

その他のウイ
ルス感染症

木村 宏
（名古屋大学大
学院医学系研
究科 ウイル
ス学）

17：10～

18：00

086 感西
ヒトメタニューモウイルス（hMPV）感
染症を契機に気管支喘息発作をきたし
た 3例

琉球大学大学院医学研
究科 感染症・呼吸
器・消化器内科学講座

瀬戸口倫香

087 感西 EBウイルス初感染の併存が否定できな
かった川崎病症例

香川県立中央病院
小児科 岡本 吉生

088 感西 成人のヒトパルボウイルスB19 急性感
染症―流行期 5例の検討―

ハートライフ病院
総合内科 佐藤 直行

089 感西 当院で診療した重症熱性血小板減少症
候群に合併した血球貪食症候群の検討

長崎大学病院
第二内科 中尾 匠

090 感中 三 神経第 3枝領域帯状疱疹にHunt 症
候群を継発し歯が脱落した 1例

尼崎中央病院
歯科口腔外科 佐々木 昇
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11 月 8日（金） 第 7会場（2F 22・23 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

結核・抗酸菌
感染症 1

藤田 昌樹
（福岡大学病院
呼吸器内科）

10：00～

11：00

091 感中
各種薬剤感受性検査キット間で異なる
リファンピシン感受性を示した肺結核
の 1例

NHO近畿中央呼吸器
センター 臨床研究セ
ンター

吉田志緒美

092 感中 化学療法中に発症した粟粒結核の 1例 藤田医科大学
腎泌尿器外科 糠谷 拓尚

093 感西 ステントグラフト内挿術後に粟粒結核
を発症した結核性大動脈瘤の 1例

愛媛県立中央病院
呼吸器内科 本間 義人

094 感西 保存的に治療しえた粟粒結核、腸結核穿
孔の 2例

琉球大学大学院医学研
究科 感染症・呼吸
器・消化器内科学（第
一内科）

當銘 玲央

095 感西 薬剤性QT延長を来した多剤耐性結核
の一例

長崎大学病院
呼吸器内科 平山 達朗

096 感中 当院における超多剤耐性結核の報告 育和会記念病院
医療安全管理室 佐々木富子

結核・抗酸菌
感染症 2

小橋 吉博
（川崎医科大学
呼吸器内科学
教室）

11：00～

11：50

097 感中 咳嗽診療における非結核性抗酸菌症の
検討

関西医科大学 内科学
第一講座 呼吸器感染
症・アレルギー科

福田 直樹

098 感西 当院における肺M. abscessus 症の検討 福岡大学病院
呼吸器内科 藤田 昌樹

099 感中 肺MAC症治療中に胸部画像所見が一
過性に悪化したAIDS 患者の一例

京都大学医学部
呼吸器内科 軸屋 紀宏

100 感西
腹腔鏡下子宮全摘術＋両側付属器切除
術後にMycobacterium Wolinskyi によ
る創部感染を生じた 1例

長崎大学病院
感染症内科 小泉 陽介

101 感西 Mycobacterium mageritense によるデ
バイス感染の 2例

滋賀医科大学医学部附
属病院 呼吸器内科 山崎 晶夫

結核・抗酸菌
感染症 3

金城 武士
（琉球大学大学
院医学研究科
感染症・呼吸
器・消化器内
科学講座）

14：00～

14：50

102 感中
抗 IFN-γ自己抗体陽性者に発症した培
養不能非結核性抗酸菌Mycobacterium
tilburgii による頸部膿瘍の一例

京都市立病院 篠原 浩

103 感西 非結核性抗酸菌による肺外感染症につ
いての検討

広島大学病院
感染症科 大森慶太郎

104 感西
喀痰のメタゲノム解析によりノカルジ
ア属細菌の混合感染が示唆された肺
MAC症の 1例

琉球大学大学院医学研
究科 感染症・呼吸
器・消化器内科学講座

鍋谷大二郎

105 感中 腹腔鏡検査が診断に有効であった結核
性腹膜炎・結核性リンパ節炎の 1例

伊勢赤十字病院
感染症内科 田中 宏幸

106 感西
子宮体癌や子宮留膿腫疑いとされ診断
が遅れた子宮結核（結核性子宮内膜
炎）の 1例

北部地区医師会病院
呼吸器・感染症科 田里 大輔

結核・抗酸菌
感染症 4

露口 一成
（近畿中央呼吸
器センター
臨床研究セン
ター 感染症
研究部）

14：50～

15：50

107 感中 NICU入室後に結核と診断された小児に
対する感染対策で難渋した一例 トヨタ記念病院 加藤 拓樹

108 感西
結核治療開始 14 ヶ月後に頸部リンパ節
腫脹と自壊をきたし、paradoxical reac-
tion と診断した 1例

長崎大学病院
感染症内科 天本 悠太

109 感西 当院で結核性胸膜炎と診断し、抗結核薬
治療を行った 30 例の検討

神戸市立医療センター
西市民病院 山下 修司

110 化 結核および潜在性結核診断における
クォンティフェロン検査の有用性

市立島田市民病院
臨床検査室 栗田 泉

111 感中 入職時・入学時の IGRA有所見率の低
下

大阪医科大学附属病院
感染対策室 浮村 聡

112 感中 BCGの個別接種化について 名鉄病院
予防接種センター 宮津 光伸
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医療関連感染
対策

村上 啓雄
（岐阜大学医学
部附属病院
生体支援セン
ター）

15：50～

16：40

113 感中 当院における侵襲性髄膜炎菌発症時の
感染対策について

東住吉森本病院
感染対策チーム 荻田 千歌

114 感中 本院呼吸器病棟における手指衛生遵守
の現状

福井大学医学部附属
病院 看護部 田中 菜水

115 化 福岡大学病院における外来経口抗菌薬
使用の評価法の探索と使用疾患の調査

福岡大学筑紫病院
薬剤部 田 充浩

116 化 結腸手術における SSI 発生と周術期抗
菌薬使用の関連性について 三田市民病院 薬剤科 岡本 和久

117 感西 長期滞在型高齢者施設におけるMRSA
保有状況の調査

自治医科大学医学部
臨床感染症学部門 笹原 鉄平
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11 月 8日（金） 第 8会場（2F 21 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

細菌感染症 1

高橋 佳紀
（三重大学医学
部附属病院
呼吸器内科・
感染制御部）

10：30～

11：30

118 感西 Fusobacterium nucleatumによる横隔
膜周囲多発膿瘍をきたした 1例

公立豊岡病院
総合診療科 隈部 綾子

119 感西
抗菌薬無効の持続する発熱と体重減少
を主訴に来院した感染性胸部大動脈瘤
の一剖検例

中頭病院
感染症内科・総合内科 戸高 貴文

120 化 当院で経験した Trueperella bernardiae
菌血症 2例についての検討 立川綜合病院 AST 田中 陽平

121 感西 子宮体がんの直腸浸潤、腫瘍内感染によ
るEggerthella lenta 菌血症の 1例

静岡県立静岡がんセン
ター 感染症内科 山本 泰正

122 感西
異常行動で精神病が疑われ医療保護入
院した Campylobacter fetus による菌
血症の 1例

奈良県立医科大学
感染症センター 吉原 真吾

123 感中 画像所見に乏しかった成人侵襲性イン
フルエンザ菌感染症の 1例

伊勢赤十字病院
ローテート 鬼藤 優介

細菌感染症 2
川端 厚
（トヨタ記念病
院感染症内科）

14：00～

15：00

124 感西
右下腿の劇症型・重症G群溶血性レン
サ球菌蜂窩織炎罹患後に慢性性糸球体
腎炎（IgA腎症）の診断に至った 1例

尼崎中央病院 内科 庄司 浩気

125 感中 口腔内連鎖球菌感染におけるβラクタ
ム耐性のリスクファクターの検討

大阪市立大学医学研究
科 臨床感染制御学 柴多 渉

126 感西 高度な感音性難聴を合併した肺炎球菌
性髄膜炎の一例 中頭病院 伊敷 晴香

127 感西 侵襲性肺炎球菌感染症患者の脾臓容積
の検討

大阪大学医学部附属病
院 高度救命救急セン
ター

光山 裕美

128 感西
気管チューブ抜管後に上気道閉塞を呈
し再挿管にも難渋した軽症破傷風の 1
例

勤医協中央病院
麻酔科 田中進一郎

129 感西 当院での Pasteurella multcida の検出例
の検討 近森病院 細菌検査部 島田 藍

ASP1
塚本 仁
（福井大学医学
部附属病院
薬剤部）

15：00～

16：00

130 化
AST活動開始前後の主要注射抗菌薬の
使用状況および LVFX使用症例に対す
る評価

岩国医療センター
薬剤部 河田 武志

131 化
antimicrobial stewardship の取り組みに
よるカルバペネム系抗菌薬の適正使用
が緑膿菌感受性率に及ぼす影響

大阪市立総合医療セン
ター 薬剤部 小林 翼

132 化
当院における経口第 3世代セファロス
ポリン系抗菌薬の使用量削減に向けた
検討

川内市医師会立市民病
院 薬剤部 平川 尚宏

133 化 兵庫中央病院のAST活動における抗菌
薬使用状況調査と評価について 兵庫中央病院 薬剤部 土井さおり

134 感西 当院のASTによる Bacteroides 属菌血
症診療支援の有効性

大阪市立大学大学院医
学研究科 臨床感染制
御学講座

桑原 学

135 化
腸内細菌科細菌血液培養陽性患者に対
するAntimicrobial Stewardship Team
専従薬剤師の介入効果の検証

順天堂大学医学部附属
順天堂医院 薬剤部 宿利 美香
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ASP2
前田 光一
（奈良県総合医
療センター
感染症内科）

16：00～

16：50

136 化 ASTによる Nocardia farcinica 菌血症
治療支援の一例

済生会滋賀県病院
AST 中川 英則

137 化
当院における抗菌薬の使用状況と耐性
に関するグローバル時点有病率調査結
果の解析

丸木記念福祉メディカ
ルセンター 内科 友利 勇大

138 化
注射用メトロニダゾール製剤の採用が
メロペネムおよびタゾバクタム/ピペラ
シリンの使用量に与える影響について
の検討

荏原病院 薬剤科 陳内 博之

139 感西
第三世代セフェム、キノロン、マクロラ
イド、3系統の経口抗菌薬適正化に向け
た取り組み

住友病院 林 三千雄

140 化 抗菌薬適正使用支援活動による広域抗
菌薬使用状況への影響

鹿児島市医師会病院
薬剤部 髙橋 武士
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11 月 9日（土） 第 5会場（4F 43・44 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

薬剤の副作用
・相互作用

北原 隆志
（山口大学大学
院医学系研究
科 臨床薬理
学講座）

10：00～

10：40

141 化 日本人患者におけるテジゾリドとリネ
ゾリドの有害事象に関する比較検討

愛知医科大学病院
感染制御部 塩田 有史

142 感中 テジゾリド使用症例の検討
名古屋市立大学病院
抗菌薬適正使用支援
チーム

和知野千春

143 感中 ミノサイクリンが原因として疑われた
急性膵炎の一例

名古屋大学 医学部付
属病院 中央感染制御
部

矢田 吉城

144 化
横紋筋融解症の原因がレジオネラ肺炎
によるものか、抗菌薬の有害事象による
ものかの判断に難渋した 1例

湘南鎌倉総合病院
薬剤部 萬 淳史

PK/PD
奥平 正美
（安城更生病院
薬剤部）

13：00～

13：40

145 化
スルファメトキサゾール・トリメトプ
リムの黄色ブドウ球菌感染症に対する
至適投与方法の探索を目的とした基礎
的検討

愛知医科大学 萩原 真生

146 化
当院におけるテイコプラニンの投与設
計の評価と低トラフ値のリスク因子の
検討

済生会山口総合病院
薬剤部 吉本 和代

147 化
愛知県地域感染制御ネットワーク研究
会（ARICON）参加施設におけるVCM
投与量の適正性の評価

愛知県地域感染制御
ネットワーク研究会
（Aichi Regional Infec-
tion Control Outreach
Network：ARICON）

朝岡みなみ

148 化
結腸直腸手術患者におけるメトロニダ
ゾール静注の血漿・腹水・腹部組織中
濃度推移

広島大学大学院医系科
学研究科 外科学 垰越 宏幸

リケッチア
感染症

成田 雅
（沖縄県立中部
病院 感染症
内科）

13：40～

14：30

149 感西 当院で経験したライム病の一例と鑑別
診断に関して

東北医科薬科大学医学
部 感染症学教室 関 雅文

150 感西
日本紅斑熱多発地域で、MINOが著効す
るも、既知のリケッチア抗体が陽性にな
らなかった 2症例

古座川町国保
明神診療所 森田 裕司

151 感西 有効な抗生剤の投与なく対症療法のみ
で治癒した日本紅斑熱の 1例

岡山済生会総合病院
内科 川上 万里

152 感西 経過中に呼吸器症状が顕在化した日本
紅斑熱の 3症例

岡山市立市民病院
総合内科 松浦 宏樹

153 化
LAMP（Loop-Mediated Isothermal Am-
plification）法による迅速診断を試みたツ
ツガムシ病の 8例

島根大学医学部
皮膚科 新原 寛之
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11 月 9日（土） 第 7会場（2F 22・23 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

呼吸器
感染症 1

掛屋 弘
（大阪市立大学
大学院 臨床
感染制御学）

9：00～

9：50

154 感中 肺炎と鑑別が困難であった乾酪性肺炎
の検討

関西医科大学 内科学
第一講座 呼吸器感染
症・アレルギー科

福田 直樹

155 化
多剤耐性緑膿菌感染症に対してコリス
チンメタンスルホン酸ナトリウムを投
与し治療した一例

大阪府済生会野江病院
救急集中治療科 豊島 千絵

156 感西
上葉優位型肺線維症に関連種による肺
アスペルギルス症とOchrobactrum属
肺炎・菌血症の混合感染を来した一例

那覇市立病院 内科 久田 友哉

157 感西
初回の診断・治療から 7年経過した後
に再発を認めた気管支断端アスペルギ
ルス症の 1例

大分大学医学部 呼吸
器・感染症内科学講座 橋永 一彦

158 感西 Benralizumab が著効したアレルギー性
気管支肺アスペルギルス症の 1例 北野病院 呼吸器内科 丸毛 聡

呼吸器
感染症 2

比嘉 太
（沖縄病院
呼吸器内科）

9：50～

10：40

159 感西 喀痰からB群溶血性連鎖球菌（GBS）が
検出された症例の検討 近森病院 感染症内科 石田 正之

160 化 西日本豪雨が市中肺炎起炎菌に与えた
影響の検討

倉敷中央病院
呼吸器内科 三ツ井美穂

161 感西 両側網膜病変による中心暗点を合併し
たレジオネラ肺炎の 1例 北野病院 呼吸器内科 北島 尚昌

162 感西
尿中抗原陰性だったが喀痰 LAMP法が
陽性でニューモフィラが分離培養され
たレジオネラ肺炎の 2症例

坂総合病院 呼吸器科 生方 智

163 感西
レジオネラ肺炎診断におけるレジオネ
ラ尿中抗原迅速診断キット「リボテス
トⓇレジオネラ」の有用性の検討

倉敷中央病院
呼吸器内科 伊藤 明広

呼吸器
感染症 3

山本 和子
（長崎大学大学
院医歯薬学総
合研究科 新
興感染症病態
制御学系専攻
臨床感染症学
分野）

13：00～

13：40

164 感西
非HIV感染患者におけるスルファメト
キサゾール・トリメトプリム合剤によ
るニューモシスチス肺炎予防効果の持
続期間の検討

北野病院 井上 大生

165 化
Pneumocystis pneumonia に対する抗菌
薬適正使用支援に向けた院内遺伝子検
査導入の効果

広島大学病院 診療支
援部 臨床検査部門 木場由美子

166 感中
病院小児科における、direct リアルタイ
ムRT-LAMP法（POC遺伝子検査シス
テム）による呼吸器ウイルス迅速検査の
経験

愛染橋病院 塩見 正司

167 感西 細菌性肺炎患者の病巣内の細菌叢にお
ける菌種間の関係性の検討 戸畑総合病院 内科 野口 真吾

呼吸器
感染症 4

進藤有一郎
（名古屋大学大
学院医学系研
究科 呼吸器
内科）

13：40～

14：20

168 感西 救急外来での肺炎治療における医療関
連感染菌のリスク因子の検討 済生会熊本病院 飯尾純一郎

169 化
医療・介護関連肺炎においてガイドラ
イン遵守治療で予後は改善するか？：
前向きコホート研究の傾向スコア解析

倉敷中央病院
呼吸器内科 中西 陽祐

170 感中
来院後短時間で不幸な転帰をとった過
粘稠性クレブシエラ・ニューモニエ肺
炎・敗血症の 1例

大阪赤十字病院 黄 文禧

171 感西 血清型 15A多剤耐性肺炎球菌による呼
吸器感染症の家族内発症例

京都第一赤十字病院
呼吸器内科 濱島 良介
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11 月 9日（土） 第 8会場（2F 21 会議室）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

ASP3
吉田耕一郎
（近畿大学病院
安全管理部感
染対策室）

9：00～

9：50

172 化 抗真菌薬の投与実態調査に基づくAFS
（Antifungal Stewardship）への取り組み 長崎大学病院 薬剤部 福重 友理

173 化
Clostridioides difficile 感染症を対象と
した抗菌薬適正使用支援（AS）活動プロ
セスの検討

山口大学医学部附属病
院 薬剤部 河口 義隆

174 化
抗真菌薬サーベイランスによる抗真菌
薬使用状況の評価と適正使用支援活動
の有用性の検討

鹿児島大学病院
薬剤部 天達 菜緒

175 感西
兵庫県の休日夜間急病センターにおけ
る小児への経口抗菌薬処方動向調査と
適正使用に向けた介入

国立成育医療研究セン
ター 感染症科 明神 翔太

176 感西
感染症ベーシックスクール in 九州沖縄
2018 での取り組みと感染症教育の今後
の展望

明石医療センター
総合内科 河野 圭

ASP4
村谷 哲郎
（株式会社
キューリン）

9：50～

10：40

177 感西
ICUにおける多剤耐性アシネトバク
ター多発事例終息を目的としたカルバ
ペネム系抗菌薬の一部許可制導入効果

鹿児島大学病院
感染制御部 川村 英樹

178 化
阪神 ICT活動研究会加盟 11 病院におけ
るAS活動に関するアンケート調査報
告

兵庫県立尼崎総合医療
センター 遠藤 和夫

179 化 経口マクロライド薬適正化プログラム
による抗菌薬処方量の変化 住友病院 感染制御部 角谷 龍哉

180 化
過去 4年間に実施した Protocol Based
Pharmacotherapy Management に基づ
く処方鑑査による抗菌薬適正使用推進
の評価

倉敷中央病院 薬剤部 奥田 敏勝

181 化 中津市におけるAMR対策に向けた取
り組み

中津市立中津市民病院
薬剤科 上ノ段友里

原虫・寄生虫
感染症

高田 伸弘
（福井大学医学
部）

13：00～

13：30

182 感西 原発性免疫不全症候群を背景とした難
治性ジアルジア症の一例

九州大学病院 免疫・
膠原病・感染症内科 石原沙代子

183 感西 急性大動脈解離術後にアメーバ症を来
たした一例 飯塚病院 集中治療科 平松 俊紀

184 感中 海外渡航後に健康診断を契機に診断さ
れた肺トキソカラ症の一例

京都府立医科大学附属
病院 感染症科 土戸 康弘

細菌の感受
性、耐性

吉田 弘之
（株式会社兵庫
県臨床検査研
究所 検査部）

13：30～

14：20

185 化 経口第 3世代セフェム系薬剤の使用量
削減と耐性菌出現率の変化

大阪市立総合医療セン
ター 薬剤部 馬場 凜子

186 感西
下痢症患児由来大腸菌におけるESBL
CTX-M遺伝子およびAmpC型β-ラク
タマーゼCMY-2 遺伝子保有大腸菌の頻
度―2018 年―

鹿児島大学大学院医歯
学総合研究科 微生物
学分野

藺牟田直子

187 感中
メタロβラクタマーゼ遺伝子保有
Pseudomonas putida グループの分子疫
学解析

京都大学医学部附属病
院 検査部・感染制御
部

山本 正樹

188 化 カルバペネム耐性尿路感染症原因菌の
国際比較の検討 神戸大学 泌尿器科 重村 克巳

189 感中 血液悪性腫瘍症例の血液培養から分離
された腸内細菌科細菌の薬剤感受性

京都大学医学部附属病
院 感染制御部 野口 太郎
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11 月 8日（金） ポスター展示 1（1F ホワイエ）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

ASP1
新谷 智則
（福井大学医学
部附属病院
薬剤部）

14：00～

14：25

P-01 化 当院におけるAST活動の報告 益田赤十字病院
薬剤部 脇浦 勇樹

P-02 化 当院におけるAST活動開始後の抗菌薬
使用状況の変化 岡谷会 おかたに病院 山本 裕理

P-03 感西 当院におけるAST活動とその評価 九州病院 呼吸器内科 坪内 和哉

P-04 化 抗菌薬適正使用支援チーム（AST）活動
と評価 稲沢厚生病院 久田 瑛吉

P-05 化 感染症専門医のいない当院における
AST活動報告 兵庫県立西宮病院 尼谷こゆは

ASP2
荘司 貴代
（静岡県立こど
も病院 小児
感染症科）

14：25～

14：50

P-06 化 当院における抗菌薬適正使用支援活動
の取り組みとその成果

浜松医科大学医学部附
属病院 薬剤部 森下由加里

P-07 化 福岡大学西新病院における抗菌薬適正
使用支援への取り組み

福岡大学西新病院
薬剤科 萩原 大樹

P-08 化
抗菌薬適正使用への取り組み～経口第 3
世代セフェム系抗菌薬の採用見直しが
処方へ与える影響～

半田市立半田病院
薬剤科 横田 学

P-09 化 抗菌薬適正使用活動強化による抗菌薬
使用動向への影響

琉球大学医学部附属病
院 薬剤部 座間味丈人

P-10 化 抗菌薬適正使用支援取り組みによる緑
膿菌の抗菌薬感受性率の向上

鹿児島生協病院
総合内科 沖中 友秀

ASP3
丹羽 隆
（岐阜大学医学
部附属病院
薬剤部）

14：50～

15：15

P-11 化 当院におけるAMR対策アクションプ
ランの現在の進捗状況について

西日本旅客鉄道株式会
社 大阪鉄道病院 薬剤
部

中井 優作

P-12 化
抗菌薬適正使用を目標とした ICT/AST
薬剤師の試みによる，抗菌薬の漫然とし
た投与の減少は得られたかの検討

和泉市立総合医療セン
ター 吉田太映子

P-13 化
国立病院機構九州グループおよび九州
地区国立ハンセン病療養所における抗
菌薬適正使用支援チームの実態調査

熊本医療センター 山田 政典

P-14 化
病棟薬剤師とASTによる抗菌薬適正使
用への取り組み～抗菌薬相談窓口の設
置とその評価～

済生会横浜市東部病院
薬剤部 丸山 真一

P-15 化 当院におけるASTの介入状況と今後の
課題

名古屋第二赤十字病院
薬剤部 笠井 翼

ASP4
片山 歳也
（四日市羽津医
療センター
薬剤部）

15：15～

15：45

P-16 化 当院における経口セフェム系抗菌薬の
変更の経験

おかたに病院 抗菌薬
適正使用支援チーム 高野 右嗣

P-17 化 セファゾリンナトリウム供給不足に対
する当院ASTの対応について 近森病院 薬剤部 高橋 佐和

P-18 化 セフェピム塩酸塩の使用制限に伴う、血
液内科での抗菌薬使用への影響

熊本医療センター
薬剤部 濱崎 翔平

P-19 化
カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌
（CPE）検出症例に対するAST活動に関
する報告

兵庫県立西宮病院
AST 末森千加子

P-20 化 剤形変更が抗菌薬の適正使用に与える
影響 大手前病院 薬剤部 羽鹿 成人

P-21 化
抗菌薬適正使用チーム介入により
MRSA菌血症症例マネジメントは変
わったか？：単施設研究

千鳥橋病院 薬剤部 石橋 美希
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11 月 8日（金） ポスター展示 2（2F ホワイエ）
セッション 座 長 時間 演題番号 区分 演 題 名 所属機関 演者

MRSA薬

森田 邦彦
（同志社女子大
学薬学部 医
療薬学科 臨
床薬剤学研究
室）

14：00～

14：25

P-22 化 抗MRSA薬の初期投与設計における
TDM解析ソフトの予測性に関する検討

くまもと森都総合病院
薬剤部 山田 聖浩

P-23 化 持続的血液濾過透析（CHDF）施行患者
におけるリネゾリドの投与量検討 別府医療センター 入江 健司

P-24 化
リネゾリドによる血小板減少症および
低Na血症の関連性とリスク因子に関す
る検討

大分大学医学部附属病
院 薬剤部 田中 遼大

P-25 化 テジゾリドの長期投与による有害事象
の解析 大手前病院 薬剤部 是枝 哲平

P-26 化 オキサゾリジノン系抗菌薬における血
小板減少発症の比較検討

大阪大学医学部附属病
院 感染制御部 小門 諒平

血流感染症
古橋 一樹
（浜松医科大学
呼吸器内科）

14：25～

14：50

P-27 感西
当院におけるESBL 産生大腸菌による
血流感染症の抗菌化学療法に関する検
討

近畿大学病院 安全管
理部感染対策室 久斗 章広

P-28 化 当院におけるESBL 産生菌による血流
感染の実態調査 尼崎中央病院 薬剤部 宇賀治美花

P-29 化
高度腎機能低下患者への繰り返す静脈
穿刺が原因と疑われた Corynebacte-
rium striatum 血流感染の 1例

広島市立舟入市民病院
薬剤科 綾部 ゆか

P-30 感西 血液疾患に合併したCapnocytophaga
敗血症の 4例

神戸市立西神戸医療セ
ンター 免疫血液内科 田中 康博

P-31 感中 MALDI-TOF MSによって同定できた
Solobacterium moorei 菌血症の 2例

自治医科大学附属病院
感染症科 竹之熊哲也

呼吸器感染症
伊藤 功朗
（京都大学大学
院医学研究科
呼吸器内科学）

14：50～

15：15

P-32 感西 肺塞栓症と神経症状を呈したマイコプ
ラズマ肺炎の一例

大阪市立大学大学院医
学研究科 臨床感染制
御学

吉井 直子

P-33 感西 当院における抗インフルエンザ薬使用
後に発症した細菌性肺炎の検討

加古川中央市民病院
呼吸器内科 藤井 真央

P-34 感西 気管支鏡にて空洞性病変の内腔を観察
し得たMycobacterium xenopi の一例

九州大学大学院医学研
究院 胸部疾患研究施
設

三雲 大功

P-35 感西 肺癌治療中に発症したMycobacterium
avium による肺膿瘍の 1例

川崎医科大学
呼吸器内科 小橋 吉博

P-36 感中 病理解剖における結核感染対策の必要
性について

東住吉森本病院
呼吸器内科 武田 倫子

検査・技術
堀井 俊伸
（浜松医科大学
細菌・免疫学）

14：00～

14：25

P-37 感中 B細胞エピトープ候補ペプチドを標的
とした抗HTLV-1 抗体検出法の開発

横浜市立大学医学部
微生物学 松永 智子

P-38 感中
ヒトノロウイルスのVP1 を用いた多重
合体崩壊によるウイルス不活化評価法
の検討

横浜市立大学大学院医
学研究科 分子生体防
御学

森田 武志

P-39 感中
ESBL スクリーニング培地を用いた血液
培養サブカルチャーによる第 3世代セ
ファロスポリン耐性グラム陰性桿菌の
早期発見と除外

岐阜県総合医療セン
ター 感染症内科 鈴木 純

P-40 感中
TSポリオーマウイルスのVP1 タンパ
ク質に対するモノクローナル抗体の作
製と性状解析

横浜市立大学医学研究
科 分子生体防御学 山岡悠太郎

P-41 感西
自然界には存在しない非酸化物セラ
ミックの人工合成とそれを含む水溶液
の抗菌特性と安全性評価

大阪産業大学工学部
交通機械工学科 山田 修
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抗菌薬
山田 尚広
（浜松医科大学
医学部附属病
院 薬剤部）

14：25～

14：50

P-42 化 当院における使用抗菌薬とMRSAの推
移と関連性についての調査 阪奈中央病院 薬剤部 奥田 直之

P-43 感中
当院における Pseudomonas aeruginosa
の薬剤感受性率の経年変化（集計方法に
よる相違）に関する検討

横浜市立大学附属市民
総合医療センター
感染制御部

杉山 嘉史

P-44 化
バンコマイシンとタゾバクタム/ピペラ
シリン併用による急性腎障害発生リス
ク因子の検討

大阪市立大学医学部附
属病院 薬剤部 矢野 翼

P-45 化 倉敷中央病院における 0.1％リファンピ
シン液の使用成績 倉敷中央病院 薬剤部 山田 菜月

P-46 化
Effects of culture conditions on in vitro
antifungal activity of caspofungin
against Candida species

MSD製薬 東辻 雄平

症例
志智 大介
（聖隷三方原病
院 感染症・
リウマチ内科）

14：50～

15：20

P-47 感西 内因性眼内炎と感染性脳塞栓を合併し
たG群レンサ球菌菌血症の 1例

鹿児島大学病院
救急集中治療部 中村 隼人

P-48 感西
胃癌に対する化学療法中に発症した原
発性細菌性腹膜炎を呈する劇症型G群
溶血性連鎖球菌感染症の症例

大阪急性期・総合医療
センター 総合内科 古川 牧緒

P-49 感中
フィラデルフィア染色体陽性急性リン
パ性白血病の化学療法後に発症したサ
イトメガロウイルス直腸炎

市立砺波総合病院 又野 禎也

P-50 感中 多発性筋炎加療中にクリプトコッカス
髄膜炎を発症し治療に難渋した一例 金沢病院 濱野 良子

P-51 化 皮膚潰瘍が起因となった腸腰筋膿瘍に
対する抗菌薬治療の一例

神戸マリナーズ厚生会
ポートアイランド病院
薬剤科

尾田 健志

P-52 化 東南アジアから来日後早期に流行性耳
下腺炎を発症した症例 千鳥橋病院 感染症科 八板謙一郎

学生・研修医
ポスター
セッション

河合 泰宏
（金沢医科大学
氷見市民病院
健康管理セン
ター）

15：20～

15：40

P-53 感中
ヒトパレコウイルス 3型カプシドタン
パク質VP0 に対するモノクローナル抗
体の作製および特異的検出法の構築

横浜市立大学大学院
医学部医学研究科 後藤 慶子

P-54 感中 第 8及び第 9凝固因子インヒビターを
認めた後期潜伏梅毒の一例 若草第一病院 高橋 隼也

P-55 感西 マイコプラズマ肺炎による急性散在性
脳脊髄炎の一例 愛媛県立中央病院 関 祥子

P-56 感西 当院において血液より検出されたCan-
dida 属の過去 5年間の検討

済生会福岡総合病院
内科 藤吉 直子


